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Abstract (Aim, Use
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Contents)

CNTの植物内取り込みの影響を評価するために生体適合性のあるCNT複合体を合成
する

実験
Experimental

100 mLの2口フラスコに、別途調整した0.2 wt.% SDS分散CoMoCAT重水溶液10
mLを入れ、モノマーとしてNIPAM (46 mM)とpoly(ethylene glycol)methacrylate
72 mg（PEGMA, 15 mM）、架橋剤としてN,N’-methylenebisacrylamide 4 mg
（BIS, 2.6 mM）を加えて15分間窒素バブリングを行った。20 wt.% APS重水溶
液32 μLを添加し、窒素雰囲気下70ºCで150 min.、オイルバス中で撹拌した。こ
の溶液を分離用小型超遠心機により遠心分離することで、SWCNTを含まないポリ
マー粒子を上澄みとして除去し、PNIPAM/PEG/CoMoCAT重水溶液を得た。

結果と考察
Results and Discussion

得られた分散溶液は黒色透明であり、SWCNTが安定に分散できていることが目視
からも分かった。さらにFig. 1に示しているように、SWCNTに由来する特徴的な近
赤外吸収ピークが観察されたことからも高い分散度を有していることが分かる。さ
らにFig. 2に示したように、近赤外領域に強い発光を示していることから、近赤外
蛍光プローブとしても優れていることが分かった。

図・表・数式 1
Figures, Tables and

Equations 1

Fig. 1 Absorption spectra of PNIPAM/PEG/SWCNT
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Fig. 2 Photoluminescence spectrum of PNIPAM/PEG/SWCNT
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